


フランスで最も権威あるフェミナ賞に輝いた

大ベストセラー小説を映画化。

身寄りのない少女は、夢のベノレサイユで王妃につかえdじ

そんな少女に突きつけられる残酷な命令。

燈びやかな宮廷から、無秩序な奈落へと崩壊していく

べノレサイユの中で、少女が最後に選択したものとは一一

200年以上経った今でも、その魅力が色槌せい、フランス王妃マリー・アントワネット。

彼女の伝説は、小説や映画など様々に伝えられてきたが、

ここに過去の作品群とは全く違う新たな物語が誕生した。

朗読係の少女とし、う、ミステリアスな視点からベルサイユの裏側に迫る野心作だ。

ベルリンを始め各国の映画祭を熱狂させた本作が、ついに日本へやって米る!

1789年7月 14日、いつもと変わら必優雅な朝を迎えたはず、のベルサイユが、 1枚

フランス革命勃発のきっかけとなる、パスティーユが陥落し、王妃とその寵愛を受ける

ポリニャック夫人の名前も載った286名のギロチンリストが発表されたのだ。

「ず、っとおそばに。 j 朗読係のシドニーは心酔する王妃への忠誠を誓うが、王妃からは思いもよらぬ頼みを命ぜ、られる。

円、いえ、あなたは私の大切な人、ポリニャック夫人の身代わりになってJ 身を引き裂く嫉妬、生命の危険一一果たして、シドニーの最後の選択とは十一?

監督はフランス映画の重鎮ブノワ・ジャコー。本物の宮殿で、のロケが実現、あなたが目撃するのは、愛と死の緊迫に満ちたベルサイユ最後の3日間。

令王妃の知られざる真実を朗読係と一緒に覗き見している感覚!ータイム・アウト・ニューヨーク

令豪華絢欄な衣装とセットが織りなす幻影が、観客を在りし日のベルサイユに誘い込み

その終鷲のドラマを体感させる。ーワシントン・ポスト

常!なんてスリリング!古い康卑が全く新ιい物に


